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医
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（
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 
 

0～
6
歳
児
を
も
つ
保
護
者
（
2,

00
0
人
）の
多
く
が
、
子
供
が
誤
飲
し

た
（
し
そ
う
に
な
っ
た
）
経
験
が
あ
り
、
医
療
機
関
を
受
診
し
た
品
目
の

う
ち
、
医
薬
品
は
タ
バ
コ
に
次
い
で

2
位
（図
１
）
。

 
こ
れ
ま
で
も
様
々
な
機
関
で
子
供
の
誤
飲
防
止
の
た
め
の
注
意
喚
起

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
誤
飲
件
数
に
大
き
な
変
化
は
な
い
（表
１
）
。

 
 


 
米
国
で
は
、
子
供
が
開
け
に
く
い
ﾁ
ｬ
ｲ
ﾙ
ﾄﾞ
ﾚ
ｼ
ﾞｽ
ﾀ
ﾝ
ﾄ容
器
（
Ｃ
Ｒ
容
器

3 ）
の
普
及
に
よ
り
、
誤
飲
事
故
の
減
少
に
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。

 
国
内
で
は

C
R
容
器
へ
の
消
費
者
の
認
知
･経
験
が
十
分
で
な
く
、
適

用
が
一
部
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

 

●
環
境
づ
く
り
の
第
一
歩
と
し
て
、
子
供
が
好
ん
で
服
用
し
た

が
る
な
ど
の
理
由
か
ら
、
子
供
用
水
薬
の
Ｃ
Ｒ
容
器
の
普
及

促
進
を
図
る
こ
と
と
し
た
 

 
・
水
薬
は
甘
味
・
芳
香
か
ら
子
供
が
積
極
的
に
服
用
し
た
が
り
、
保
護

者
の
注
意
だ
け
で
は
誤
飲
を
防
ぎ
き
れ
な
い
 

・
水
薬
の
誤
飲
で
点
滴
や
入
院
等
の
医
療
措
置
を
う
け
て
い
る
事
例
が

あ
る
 

・
市
販
の
水
薬
で
は
Ｃ
Ｒ
容
器
が
採
用
さ
れ
て
い
る
一
方
、
医
療
用
医

薬
品
で
は
使
用
例
が
少
な
く
普
及
の
余
地
が
あ
る
 

●
国
内
で
Ｃ
Ｒ
の
考
え
方
を
普
及
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
 

２
. 
子
供
用
水
薬
の
誤
飲
や
投
薬
容
器
の
現
状
 

 (1
) 
東
京
都
の
調
査
か
ら
 

ア
 
水
薬
の
誤
飲
事
例
（
ヒ
ヤ
リ
･ハ
ッ
ト
体
験
調
査
）
 

○
液
体
の
風
邪
薬
の
ボ
ト
ル
を
居
間
に
お
い
て
お
い
た
と
こ
ろ
、
キ
ャ
ッ
プ
を
は
ず
し
、

10
0m

l程
度
飲
ん
で
し
ま
っ
た
。
（2
歳
女
児
、
入
院
）
 

○
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
絵
が
描
か
れ
、
ジ
ュ
ー
ス
と
間
違
え
た
の
だ
ろ
う
。

ふ
た
を
開
け
ら
れ
ず
に
泣
い
て
い
た
。
ふ
た
が
子
供
に
は
開
け
づ
ら
い
構
造
に
な
っ
て

い
た
お
か
げ
で
、
助
か
っ
た
。
（
2
歳
男
児
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
ど
 

イ
 
C
R
容
器
に
関
す
る
ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ調
査
 
（
平
成
22
年
11
～
1
2
月
実
施
） 


 保
護
者

61
5
人
の
う
ち
、
Ｃ
Ｒ
容
器
を
知
ら
な
か
っ
た
人
は
約

7
割
、

 
医
薬
品
を
Ｃ
Ｒ
容
器
に
入
れ
る
必
要
を
「
感
じ
る
」
「
や
や
感
じ
る
」

 
人
は
あ
わ
せ
て
約

9
割

 


 Ｃ
Ｒ
容
器
の
使
用
経
験
の
な
い

33
人
に
、
Ｃ
Ｒ
容
器
を
操
作
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
半
数
以
上
が
不
自
由
を
感
じ
な
い
と
回
答
、
不
自

由
を
感
じ
た
人
か
ら
も
「
慣
れ
れ
ば
不
自
由
は
な
い
」
と
の
意
見
 

 

(2
) 
水
薬
用
投
薬
容
器
の
現
状
 


 医
療
用
医
薬
品
の
水
薬
容
器
の
口
径
規
格
は
統
一
さ
れ
て
お
ら
ず
、
普
及
し
に
く
い
 


 Ｃ
Ｒ
容
器
は
他
容
器
に
比
べ
構
造
が
複
雑
で
価
格
が
相
対
的
に
高
く
な
る
 


 Ｃ
Ｒ
容
器
導
入
拡
大
に
あ
た
っ
て
は
、
消
費
者
へ
の
説
明
な
ど
、
薬
局
の
協
力
が
不
可
欠
 

３
. 
協
議
会
の
提
言
 

  
 
協
議
会
は
、
子
供
用
水
薬
の
C
R
容
器
に
関
す
る
現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
、
以
下
に
示
す
子
供
の
誤
飲
防
止
対
策
に
関
す
る

基
本
的
な
考
え
方
に
基
づ
き
、
今
後
取
り
組
む
べ
き
事
項
に
つ
い
て
提
言
を
行
っ
た
。
 

  
    

誤
飲
防
止
対
策
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
 

○
 消
費
者
に
医
薬
品
の
適
切
な
取
扱
方
法
等
の
注
意
喚
起
を
継
続
的
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
。
 

○
 注
意
喚
起
に
は
限
り
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
方
策
の
一
つ
と
し
て
、
薬
局
で
の
Ｃ
Ｒ
容
器
利
用
に
つ
い
て
、
 

現
状
の
中
で
対
応
可
能
な
取
組
を
行
う
こ
と
。
た
だ
し
、
利
用
拡
大
に
向
け
て
は
環
境
整
備
等
が
不
可
欠
。
 

○
 こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
関
係
者
が
創
意
工
夫
を
し
、
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
。
 

今
後
取
り
組
む
べ
き
事
項
 

 

（
１
）
水
薬
用
C
R
容
器
の
導
入
モ
デ
ル
調
査
の
実
施
 

東
京
都
及
び
薬
剤
師
会
は
、
薬
局
及
び
消
費
者
に
対
し
て
Ｃ
Ｒ
容
器
に
対
す
る
認
知
度
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
利
用

拡
大
に
向
け
て
の
課
題
を
一
層
明
確
化
す
る
た
め
に
、
水
薬
用
Ｃ
Ｒ
容
器
を
薬
局
及
び
消
費
者
が
実
際
に
使
用
し
体
験
し
、

そ
の
効
果
の
検
証
等
を
行
う
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
 

 

（
２
）
 
水
薬
用
C
R
容
器
の
積
極
的
利
用
促
進
 

薬
剤
師
会
は
、
子
供
用
水
薬
誤
飲
防
止
対
策
と
し
て
、
Ｃ
Ｒ
容
器
の
積
極
的
利
用
を
呼
び
か
け
る
こ
と
 

東
京
都
は
、
そ
の
取
組
を
支
援
す
る
Ｃ
Ｒ
容
器
の
普
及
広
報
活
動
等
を
実
施
す
る
こ
と
 

 

（
３
）
 
そ
の
他
の
医
薬
品
や
家
庭
用
品
で
の
C
R
容
器
普
及
へ
の
取
組
 

東
京
都
は
、
子
供
が
誤
飲
し
得
る
商
品
を
取
り
扱
う
事
業
者
団
体
へ
、
 

誤
飲
防
止
の
た
め
の
C
R
容
器
普
及
に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て
働
き
か
 

け
る
こ
と
 

日
本
包
装
技
術
協
会
は
、
Ｃ
Ｒ
容
器
普
及
に
関
す
る
取
組
を
行
う
こ
と
 

 

（
４
）
 
誤
飲
防
止
に
つ
い
て
消
費
者
へ
積
極
的
な
注
意
喚
起
・
普
及
啓
発
 

東
京
都
は
、
子
供
の
い
る
家
庭
の
保
護
者
に
対
し
、
子
供
の
誤
飲
事
故
の
 

危
険
性
、
医
薬
品
等
保
管
の
重
要
性
及
び
チ
ャ
イ
ル
ド
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
考
え
 

方
な
ど
に
つ
い
て
普
及
啓
発
す
る
こ
と
 

国
は
、
子
供
の
誤
飲
事
故
情
報
の
収
集
・
提
供
等
、
誤
飲
防
止
対
策
に
 

積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
 

 
薬
剤
師
会
は
、
医
薬
品
の
保
管
に
対
し
て
、
薬
局
窓
口
で
消
費
者
啓
発
を
 

行
う
こ
と
 

（
N
=
6
1
5)

必
要
を
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5
8
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（
3
5
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）

必
要
を

や
や
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3
1
%

（
1
9
0人
）

必
要
を

あ
ま
り
感
じ
な
い

8
%
（
4
7人
）

必
要
は
全
く
感
じ
な
い

3
%
（
2
1人
）

Ｑ
 
医
薬
品
を
Ｃ
Ｒ
容
器
に
入
れ
る
こ
と
に
つ
い
て

図
２
 
C
R
容
器
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
（H
22
年
11
月
）

※
対
象
：
1
～
9
歳
児
を
も
つ
保
護
者
6
1
5
人

Ｃ
Ｒ
容
器
（
押
し
ま
わ
し
式
）
の
キ
ャ
ッ
プ
 

水
薬
容
器
の
例
（
医
療
用
医
薬
品
）
 

１
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３
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子
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く
い
工
夫
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さ
れ
た
容
器
、
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